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「笑顔と元気があふれ 輝く町」
具現化に向けた予算編成

令和８年度一般会計予算

　令和８年度は「全世代健康なまち」「地域と人づくりのまち」「産業が成長するまち」「安心して
暮らせるまち」の実現に向け、重点的に取り組むための予算が計上されている。

〇プレコンセプションケア健康診査費　（151万円）
　妊娠前のヘルスケアとして、男女が妊娠前に正しい知識を学び健康管理を行うため、血液・尿検
査等の受診の支援をする。

〇学校給食費の抜本的な負担軽減事業（2,006万円）
　子育て世帯への支援として、公立小学校の給食費を対象とした国の給食費負担軽減策と併せて、
本町独自で中学校においても給食費の保護者負担軽減を図る。

〇「書かない窓口」サービス導入事業（556万円）
　マイナンバーカード等から氏名等の基本情報を読み取り、申請書等に自動印刷する機器を窓口に
導入し、住民の記入の手間や待ち時間の負担を減らす。

〇図書館施設改修費（1,116万円）
　平成２年３月に完成してから35年経過した図書館施設の長寿命化のため、玄関スロープタイル
張替や照明のＬＥＤ化などの施設改修を行う。

〇小学校ＯＡ機器等備品整備費（183万円）
　中学校ＯＡ機器等備品整備費（957万円）
　ＧＩＧＡスクール構想第二期として、小・中学校の全児童生徒のタブレット端末更新に伴う費用

〇定住支援員事業（397万円）
　移住定住の情報発信や移住体験、具体的な相談などに対応する支援員を配置し、体制強化と支援
策の拡充を行う。

〇防災広場整備事業（586万円）
　防災機能を備えた防災拠点と町民が日常で使用可能な広場を兼ね備えた防災広場を整備する。

当初予算　61 億1,000 万円　当初予算は前年比3.4％増

主 な 事 業

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○
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【歳入】

【歳出】

地方交付税
40.9％

国庫支出金
6.3％ 自主財源

30.1％
依存財源
69.9％

繰入金
9.0％

町債
7.4％

その他
4.7％

県支出金
10.6％

その他
5.1％

町税
12.8％ 使用料及び手数料

3.2％

扶助費
11.7%

公債費
11.2%

義務的
経費
41.6%

投資的
経費
10.5%

任意的
経費
47.9%

普通建設
事業費
10.5%

物件費
16.9%

維持補修費
1.6%

補助費等
16.0%

繰出費
4.1%

その他
6.6%

投資及び出資金
2.7%

人件費
18.7%

区分 歳入内訳 （万円）

自主財源

町税 78,012
使用料及び手数料 19,661
繰入金 55,141
その他 31,340

依存財源

町債 44,890
地方交付税 250,000
国庫支出金 38,751
県支出金 64,758
その他 28,447

【歳入】

【歳出】

地方交付税
40.9％

国庫支出金
6.3％ 自主財源

30.1％
依存財源
69.9％

繰入金
9.0％

町債
7.4％

その他
4.7％

県支出金
10.6％

その他
5.1％

町税
12.8％ 使用料及び手数料

3.2％

扶助費
11.7%

公債費
11.2%

義務的
経費
41.6%

投資的
経費
10.5%

任意的
経費
47.9%

普通建設
事業費
10.5%

物件費
16.9%

維持補修費
1.6%

補助費等
16.0%

繰出費
4.1%

その他
6.6%

投資及び出資金
2.7%

人件費
18.7%

区分 歳出内訳 （万円）

義務的経費
人件費 113,814
扶助費 71,629
公債費 68,605

投資的経費 普通建設事業費 64,161

任意的経費

物件費 103,219
維持補修費 9,645
補助費等 97,951
繰出金 24,875
投資及び出資金 16,590
その他 40,511

令和８年度に町が目指す“４つのまち”
全世代健康なまち 産業が成長するまち

　令和５年度より始動した温泉活用の健康まちづく
りを「産官学連携の推進」「医療体制の充実と予防」「地
域一体での取り組み」の柱で具現化する。

　観光業では「日本遺産三徳山・三朝温泉」の価値を
高め、温泉と医療の連携を軸としたブランド化を図
る。産業では農業の担い手不足や遊休農地対策に取り
組むほか、商業では企業誘致や創業支援を行い、経済
を振興する。

地域と人づくりのまち 安心して暮らせるまち
　地域交流拠点施設の整備や教育の特色化、外部人材
との連携強化により人口減少の食い止め、多様なニー
ズに答える魅力的なまちづくりを推進する。

　「自助・公助・共助」のバランスのとれたまちを目指
し、消防団の組織機能強化、活動環境づくりを行う。将
来的な住民福祉の向上に関わるＤＸの推進を進め、町
民の利便性や行政サービスの向上に努める。

副町長が再任されました
　令和８年３月31日に任期満了の赤坂英樹さんを副町長に再任することに同意した。
　任期は令和８年４月１日から令和12年３月31日までの４年間。

○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
会
計
予
算
を
可
決
」



令和８年度 一般会計予算を可決
一般会計予算審査特別委員会報告

　３月16日に一般会計予算審査特別委員会（小椋泰志委員長ほか委員４名）を開催、令和８年
度一般会計予算で各常任委員会において審査した内容のうち、特に気になる事業について細かく
審査しました。その結果、すべてを原案どおり可決すべきと決定しました。

農地中間管理集積支援事業
391万円

意見
　町内の農地の集約化や合理化は難しい。農
地中間管理事業は法律に基づく活動だが、求
められる成果はどのようにして上げるのか。

回答
　農地中間管理集積支援事業は、農地を所有
者から借り受け、意欲のある生産者に貸し付
ける制度である。令和７年度の制度改正で、
全ての農地の貸し借りは各県に設置される農
地中間管理機構が関わるようになった。人・
農地プランに基づく地域計画に沿ってまと
まった農地の集約等が重要と考えているが、
現状では機能していない。制度が機能するよ
うに連携して進める。

地域プロジェクトマネージャー事業費
573万円

定住支援員事業　397万円
意見
　地域プロジェクトマネージャーと定住支援
員の２名体制が必要な理由と具体的な活動内
容は。

回答
　地域プロジェクトマネージャーは移住定住
の受け入れ構造そのものを整えるなど新たな
仕組みづくりを行い、定住支援員は移住相談
や空き家バンクの案内など日々の実務を想定
している。

防災広場整備事業　586万円

意見
　防災広場として現在の多目的スポーツ広場
を整備する計画があるが、防災にこだわらず、
多様な目的にも利用できるようにしては。

回答
　備蓄品を保管する倉庫、防災機能を有した東
屋やベンチ、マンホールトイレ等の整備を予定
している。
　活用面では、消防団等の訓練活動、住民を対
象とした避難訓練や消火訓練を想定している。
現在の多目的スポーツ広場の利用者は継続して
利用できるように考えている。また、スケート
ボードでの利用もできるよう考えたい。

防災広場予定地
（多目的スポーツ広場）

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○4



日本遺産を活用した
文化観光イベント補助金

450万円
意見
　日本遺産を活用した「かせぐ観光」とは。

回答
　民間事業者が日本遺産を使って地域経済を
潤し、観光消費額を増やすことであり、町と
してはイベントや商品開発への支援も行う。

兼業農家等営農支援事業
147万円

意見
　補助対象が30アール以上の兼業農家になっ
ていて条件が厳しい。販売や営農維持発展で
あれば、面積要件を引き下げ、小さな兼業農
家も支援すべきではないか。

回答
　全ての農家を支援することは難しいため、
家庭菜園や自家消費が主となる場合は対象外
とすることにした。この事業を小規模兼業農
家の規模拡大や農
業機械の共同利用
などにつなげても
らいたい。

不登校対策支援員配置事業
341万円

意見
　小学校にも不登校児童がいると聞くが、支援
員の配置は。

回答
　不登校児童の状況把握はしており、継続的
な支援が必要だと考えている。小学校に生徒
指導も担当する教員が１名加配される予定で、
小学校における支援の充実も図っていく。 三朝温泉入浴等施設整備事業

8,863万円
意見
　業者の参加辞退等により、発注方法を分離
発注にしたため、施設の完成時期が令和10年
秋頃まで延びた。今後のスケジュールの遅れ
や総事業費への影響はないか。

回答
　スケジュールの遅れは現時点で想定してい
ないが、外的要因で遅れることはありえる。
できる限り早い完成を目指す。現時点では総
事業費の変更は考えていないが、資材費の高
騰などが影響する場合もある。

三朝温泉活用健康プロジェクト事業
443万円

意見
　ウェアラブルデバイスを貸し出してデータ
を集めているが、データの検証や活用はどの
ような形で行うのか。

回答
　３月14日に「三朝温泉」を知るシンポジ
ウムを開催し、三朝温泉病院の藤井先生に中
間報告をしてもらった。今回の検証では対象
者の約４分の３が睡眠に不安を抱えていると
いうことが明らかになった。運動と６時間以
上の質の高い睡眠を確保することが効果的と
いった結果も出ている。先生に助言をいただ
きながら、検証結果を健康づくりのベースに
して取り組みを進めていきたい。

「三朝温泉」を知るシンポジウム（３月14日）

5○　
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常
任
委
員
会

で
慎
重
審
査

委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

総
務
教
育
常
任
委
員
会

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
と

保
護
者
負
担
軽
減

学
校
給
食
費
が
令
和
８
年
４
月
よ
り
値

上
げ
さ
れ
る
が
、保
護
者
負
担
も
増
え
る

の
か
。

令
和
８
年
４
月
よ
り
食
材
費
高
騰
に
伴

い
、給
食
単
価
を
７
円
引
き
上
げ
、小
学
校

３
４
５
円
、中
学
校
４
０
７
円
と
す
る
。小

学
生
は
国
の
「
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
交

付
金
」に
よ
り
支
援
さ
れ
る
が
、中
学
生
は

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。町
は
中
学
生
に

つ
い
て
も
町
の
公
費
で
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
、保
護
者
負
担
は
小
学
校
60
円
、中
学

校
１
２
０
円
へ
と
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

小
・
中
学
校
の
９
年
間
の
給
食
費
が
安
く

な
る
と
い
う
こ
と
か
。

他
市
町
村
で
は
小
学
校
の
み
負
担
軽
減
を

行
い
、中
学
校
は
軽
減
対
象
に
し
て
い
な

い
。義
務
教
育
の
９
年
間
を
考
え
る
と
、他

と
比
べ
て
三
朝
町
の
保
護
者
負
担
が
一
番

少
な
く
な
る
。

三
朝
温
泉
入
浴
等
施
設
整
備
事
業

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
を
一
括
発
注
す

る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
公
募
し
た
が
、事
業
者

が
辞
退
し
た
。今
後
の
進
め
方
は
ど
う
な

る
の
か
。

事
業
者
の
辞
退
を
受
け
、Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
か
ら

各
工
程
を
分
離
し
て
発
注
す
る
従
来
の
方

式
へ
変
更
す
る
。令
和
８
年
度
に
設
計
と
指

定
管
理
者
の
公
募
を
行
い
、令
和
９
年
度
に

着
工
、令
和
10
年
秋
頃
の
完
成
を
目
指
す
。 学校給食

（
注
１
）

新
規
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
内
容

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在
１
名
が
活
動

し
て
い
る
が
、令
和
８
年
度
に
新
規
３
名

を
採
用
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
協
力
隊
員
は
ど
う
い
っ
た
活
動
を

行
う
の
か
。

２
名
の
新
規
隊
員
は
令
和
８
年
の
春
か
ら

着
任
す
る
。１
名
は
町
の
魅
力
発
信
業
務

を
行
い
、も
う
１
名
は
梨
づ
く
り
の
就
農

に
関
す
る
こ
と
を
行
う
予
定
。残
り
の
１

名
は
こ
れ
か
ら
募
集
す
る
た
め
、各
課
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
業
務
内
容
は
整
理
し

て
い
き
た
い
。

土
地
台
帳
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止

役
場
で
の
土
地
台
帳
の
閲
覧
が
令
和
８
年

５
月
末
に
廃
止
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、ど

の
よ
う
な
方
法
で
情
報
を
取
得
す
る
の
か
。

個
人
情
報
保
護
の
観
点
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
登
記
情
報
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、役
場
窓
口
で
の
土
地
台
帳
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
は
廃
止
す
る
。今
後
は
ご
自

身
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
法
務
局
を
利
用

し
て
情
報
を
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
。

三
朝
町
交
流
拠
点
施
設
の
今
後

三
朝
町
交
流
拠
点
施
設
（
旧
三
朝
小
学
校

校
舎
）を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

改
修
し
、今
後
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を

担
っ
て
い
く
の
か
。

改
修
は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
段
階�

的
に
進
め
ら
れ
る
。令
和
８
年
度
は

１
億
１
７
０
０
万
円
を
投
じ
、１
階
全
般

と
２
階
の
一
部
及
び
公
園
を
整
備
す
る
。

具
体
的
に
は
、玄
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
土
足
利
用
へ
の
変
更
、屋
内
遊
び
場
の

設
置
、既
存
の
事
務
室
や
教
室
の
修
繕
等

を
行
う
予
定
。

　

な
お
、２・
３
階
の
活
用
方
法
は
令
和
８

年
度
に
検
討
し
、今
後
の
計
画
に
反
映
し
た

い
。高
額
な
費
用
を
要
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
や
外
壁
塗
装
に
つ
い
て
も
費
用
対
効

果
を
精
査
し
、令
和
９
年
度
以
降
の
実
施

を
検
討
す
る
。地
域
内
外
の
交
流
や
災
害

拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保
を
目
指
し
た
い
。

（
注
１
）�Ｄ
Ｂ
Ｏ
…
Ｄ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
（
設
計
）、

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
（
建
設
）、Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ

ａ
ｔ
ｅ
（
運
営
）の
略
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産
業
民
生
常
任
委
員
会

令
和
７
年
度
ま
で
は
Ｊ
Ａ
の
三
朝
神
倉
大

豆
新
規
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
補
助

だ
っ
た
が
、次
年
度
以
降
補
助
対
象
を
変

え
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

令
和
７
年
度
は
販
売
先
や
消
費
の
広
範
囲

化
を
目
指
し
、Ｊ
Ａ
の
販
売
促
進
や
販
路

拡
大
の
取
り
組
み
に
係
る
費
用
の
助
成
を

行
っ
た
。令
和
８
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ａ
以
外

の
方
が
販
路
促
進
に
向
け
て
動
か
れ
た
場

合
も
補
助
を
行
う
よ
う
に
変
更
し
た
。

荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
て

農
業
委
員
が
調
査
さ
れ
た
土
地
で
も
全
然

変
化
が
見
ら
れ
ず
、荒
廃
農
地
の
ま
ま
で

あ
る
。地
主
に
改
善
を
促
す
文
書
等
は

し
っ
か
り
送
っ
て
い
る
の
か
。

既
に
荒
廃
農
地
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
改

め
て
通
知
を
出
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

荒
れ
か
け
て
い
る
農
地
や
そ
う
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
た
農
地
は
利
用
意
思
調
査
の
通

知
を
出
し
、意
向
確
認
を
し
て
い
る
。

特
産
品
振
興
事
業

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
地
籍
調
査

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
地
籍
調
査
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

既
存
の
空
中
写
真
や
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、現
場
に
立
ち
入

ら
ず
図
上
で
土
地
の
境
界
調
査
や
面
積
測

量
を
実
施
す
る
も
の
。

日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会

活
動
補
助
金

日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み

の
民
間
事
業
者
へ
の
転
換
と
は
具
体
的
に

ど
う
進
め
る
の
か
。

重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
受
け
、徐
々
に

行
政
主
体
か
ら
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み

を
活
用
し
な
が
ら
周
知
す
る
動
き
に
転
換

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、「
日
本
遺
産
を
活

用
し
た
文
化
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
」に

事
業
者
の
商
品
開
発
等
へ
の
補
助
を
作

り
、事
業
者
の
活
動
を
活
発
さ
せ
、日
本
遺

産
を
盛
り
上
げ
た
い
。

（
注
２
）

陣
所
の
館
の
活
用

令
和
７
年
に
三
朝
区
か
ら
陣
所
の
館
の
無

償
譲
渡
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、令
和
８
年

１
月
に
区
か
ら
無
償
譲
渡
を
取
り
下
げ
る

旨
の
書
面
が
提
出
さ
れ
た
。区
か
ら
の
回

答
を
ふ
ま
え
た
今
後
の
町
の
方
針
は
。

町
と
し
て
は
、取
り
壊
し
を
前
提
の
上
で

そ
の
後
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。観
光
団

体
と
も
再
度
協
議
を
し
、計
画
を
詰
め
て

い
き
た
い
。

道
の
駅
の
在
り
方

「
道
の
駅
」三
朝
・楽
市
楽
座
は
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

道
の
駅
は
現
在
休
業
中
で
、機
能
と
し
て 陣所の館

は
ト
イ
レ
と
駐
車
場
の
み
を
残
し
た
状

態
。今
後
に
つ
い
て
は
国
や
県
と
相
談
し

て
お
り
、今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

た
ま
わ
り
の
湯
閉
鎖
に
伴
う
入
浴
施

設
委
託
費

た
ま
わ
り
の
湯
閉
鎖
を
受
け
、旅
館
が
代

わ
り
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
と
思
う

が
、旅
館
の
前
に
「
日
帰
り
入
浴
お
断
り
」

の
看
板
を
よ
く
見
る
。町
と
し
て
は
そ
の

対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

た
ま
わ
り
の
湯
の
営
業
終
了
後
は
、レ
ス

ポ
ワ
ー
ル
に
は
一
般
入
浴
の
時
間
外
に
営

業
を
し
て
も
ら
い
、町
が
そ
れ
に
係
る
人

件
費
等
を
負
担
し
て
い
る
。ま
た
、ブ
ラ
ン

ナ
ー
ル
と
渓
泉
閣
は
価
格
を
安
め
に
し
て

町
民
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。そ
れ

以
外
は
営
業
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、致

し
方
な
い
部
分
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
注
２
）�リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
…

航
空
機
や
衛
星
な
ど
の
遠
隔
機
器

を
用
い
て
取
得
し
た
デ
ー
タ

7○　
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三朝町は、執行部答弁を除き 1人 20分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

９ １　三朝町放課後児童クラブの在り方について 石谷　　正

10 １　三朝町交流拠点施設の将来ビジョンについて 吉村美穂子

11 １　新教育長の教育方針を問う 山口　　博

12 １　給食費の無償化について
２　図書館の利活用の推進について 河村　明浩

13 １　教育の政策について 藤井　克孝

※‌�ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、録画放送を行っています。
　（10：00～、18：00～）

５人の議員が一般質問をおこないました。

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○8



三
朝
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
方
向
性
は

石
谷

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
子
育

て
支
援
の
充
実
に
向
け
、放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善
は
必
須
で

あ
る
。令
和
７
年
９
月
の
三
朝
町

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方

検
討
に
つ
い
て
の
答
申
で
は
、民

間
活
力
の
導
入
（
公
設
民
営
）が

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
事
項
と

し
て
示
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
民
間
活
力
の
導
入
は
、

行
政
の
硬
直
化
し
た
体
制
で
は

実
現
が
難
し
い
柔
軟
な
サ
ー
ビ

ス
を
住
民
に
提
供
で
き
る
絶
好

の
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

①�

公
設
公
営
を
継
続
し
つ
つ
、民

間
の
指
導
者
を
入
れ
る
方
法

②
公
設
民
営
に
す
る
方
法

③�

専
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
送

迎
ま
で
を
対
応
す
る
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
型
で
、民
間
団

体
が
運
営
す
る
方
法

　

こ
の
よ
う
に
三
つ
の
民
間
活

力
の
導
入
方
法
が
考
え
ら
れ
る

が
、教
育
委
員
会
と
し
て
、今
後

の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

教
育
委
員
会
は
公
設
民
営
化

を
基
本
方
針
と
す
る
。
当
面
は

東
西
２
か
所
で
の
運
営
を
継
続

し
、
透
明
性
や
公
正
性
を
確
保

し
た
民
間
団
体
の
選
定
を
慎
重

に
進
め
る
。

　

併
せ
て
、
保
護
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
や
、
旧
三
朝
小
学
校
の

改
修
に
伴
う
利
用
団
体
と
の
連

携
、
空
き
教
室
の
活
用
、
地
域

住
民
と
の
交
流
事
業
の
充
実
を

図
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

質
の
向
上
に
努
め
る
。

公
設
民
営
と
い
う
運
営
手
法

が
適
切
か

石
谷

　

未
就
学
児
の
保
護
者
か
ら
は

単
な
る
預
か
り
だ
け
で
な
く
、預

け
た
時
間
を
「
有
効
な
学
び
」に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
要
望
や
送

迎
の
利
便
性
を
求
め
る
声
が
あ

る
。多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、従
来
の
学
童
の
枠
を
超
え
た

「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
型
」へ
移

行
す
る
の
が
良
い
と
考
え
る
。教

育
委
員
会
が
基
本
方
針
と
す
る

公
設
民
営
と
い
う
運
営
手
法
が
、

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し

て
適
切
な
の
か
。

教
育
長

　
「
児
童
ク
ラ
ブ
を
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
型
へ
移
行
す
べ
き
」
と
の

提
案
で
あ
る
が
、
専
門
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
提
供
や
送
迎
等
、
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
反
面
、ニ
ー
ズ
把
握
や
人

材
確
保
、料
金
の
設
定
な
ど
課
題

が
多
岐
に
渡
る
た
め
、現
時
点
で

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
事
業

化
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

今
後
利
用
を
考
え
て
い
る

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
重
要

石
谷

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
現
状

調
査
が
、す
で
に
利
用
し
て
い
る

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
さ
れ
て

お
り
、概
ね
現
状
に
満
足
し
て
い

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、児
童
ク
ラ
ブ
の
方
向

性
を
考
え
る
な
ら
ば
、こ
れ
か
ら

利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
も
重
要
と
考
え

る
。そ
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長

　

当
然
、
こ
れ
か
ら
利
用
さ
れ

る
方
の
意
見
も
踏
ま
え
て
進
め

て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
す
る

の
か
ど
う
か
今
後
検
討
す
る
。

い
ろ
い
ろ
な
方
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
具

体
的
な
対
策
を
迅
速
に

石
谷

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握

す
る
手
段
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
提
案
す
る
。

　

公
設
民
営
化
を
進
め
る
中
、若

い
世
代
へ
の
支
援
を
含
め
、現
状

の
ま
ま
で
は
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
困
難
で
あ

る
と
感
じ
る
。答
申
に
基
づ
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
具
体

的
な
対
策
を
迅
速
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

学

童 答  本町の実情を踏まえ、公設民営化を基本に進めていく

問 �今後の放課後児童クラブの在り方は

石谷　　正 議員

三朝西学童クラブの様子
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10

交
流
拠
点
施
設
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン

吉
村

　
令
和
８
年
度
に
１
億
７
０
０
０
万

円
を
か
け
て
交
流
拠
点
施
設
を

改
修
す
る
が
、長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は

あ
る
の
か
。

町
長

　

行
政
が
行
っ
て
き
た
地
域
協

議
会
の
サ
ポ
ー
ト
や
移
住
定
住

の
相
談
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
推
進
な
ど
を
実
践
す
る

人
た
ち
と
行
政
の
間
で
中
間
的

な
支
援
を
行
う
中
間
支
援
組
織

の
拠
点
を
想
定
し
て
い
る
。
将

来
的
に
は
中
間
支
援
組
織
が
施

設
運
営
も
担
っ
て
い
く
こ
と
が

理
想
で
あ
る
。

地
域
運
営
組
織(

Ｒ
Ｍ
Ｏ)

と
し
て
運
営
し
て
は

吉
村

　
三
朝
町
交
流
拠
点
施
設
を
複
合

施
設
と
し
て
整
備
す
る
だ
け
で
な

く
、三
朝
の
未
来
を
支
え
る
拠
点

と
し
て
、戦
略
的
な
設
計
を
す
れ

ば
、自
治
、教
育
、福
祉
、防
災
、産

業
振
興
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
拠
点

に
な
る
と
思
う
。総
務
省
の
地
域

運
営
組
織
支
援
事
業
と
し
て
手
を

挙
げ
、地
域
力
創
造
交
付
金
を
利

用
す
れ
ば
、三
朝
町
交
流
拠
点
施

設
が
良
い
モ
デ
ル
事
業
に
な
る
と

思
う
が
。

町
長

　

現
時
点
で
は
地
域
運
営
組
織

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
中

間
支
援
組
織
と
し
て
運
営
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
が
、
も
う
少
し

皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
。

誰
も
が
立
ち
寄
れ
る
拠
点
に

吉
村

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、住
ん

で
み
た
い
町
、住
ん
で
良
か
っ
た

町
と
し
て
選
ば
れ
る
町
に
な
る
事

が
重
要
で
あ
る
。子
ど
も
、子
育
て

世
代
、若
者
、高
齢
者
が
、問
題
や

悩
み
が
あ
っ
た
時
、そ
こ
に
行
け

ば
解
決
で
き
る
多
世
代
交
流
の
拠

点
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。

町
長

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
町
と
関

係
す
る
県
内
外
の
事
業
者
か
ら

も
意
見
を
聞
い
て
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

吉
村

　

地
域
課
題
の
収
集
と
分
析
を

し
な
が
ら
三
朝
町
の
未
来
を
つ

く
る
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

地
域
運
営
組
織(

Ｒ
Ｍ
Ｏ)

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
持
続
的
に
進
め
る
た

め
の
活
動
を
行
う
地
域
住
民

を
中
心
と
し
た
地
域
の
関
係

者
が
参
加
す
る
組
織

生

活 答  行政と住民活動の中間支援を行う場

問 �三朝町交流拠点施設のビジョンは

吉村美穂子 議員

三朝町交流拠点施設

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○



教
育
内
容
の
ソ
フ
ト
面
の

充
実
を

山
口

　
本
町
で
は
小
学
校
統
合･

新
校

舎
建
設
で
素
晴
ら
し
い
教
育
環

境
の
ハ
ー
ド
整
備
が
完
了
し
た
。

今
後
は
本
町
で
教
育
を
受
け
さ

せ
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、特

色
あ
る
教
育
内
容
の
ソ
フ
ト
面
で

の
整
備・充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
長

　

本
町
の
児
童
生
徒
を
は
じ
め
、

全
て
の
町
民
が
将
来
に
わ
た
っ

て
夢
と
希
望
を
持
ち
、
自
己
肯
定

感
に
満
ち
た
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

小
中
一
貫
教
育
や
義
務
教

育
学
校
の
検
討
を

山
口

　

少
子
化
で
本
町
で
も
１
学
年

１
学
級
が
現
実
と
な
る
中
、小
中

一
貫
校
や
義
務
教
育
学
校
へ
の
検

討･

実
施
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

他
町
村
の
既
設
の
小
中
一
貫

校
や
義
務
教
育
学
校
に
は
な
い
、

三
朝
色･

塩
谷
色
を
込
め
た
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

教
育
長

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
有
識
者

の
意
見
聴
取
、
先
進
校
視
察
な

ど
で
教
育
効
果
、
運
営
体
制
、
教

員
の
勤
務
態
勢
な
ど
多
様
な
点

つ
い
て
検
討
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
の
教
育
力
低
下
へ
の

対
応
は

山
口

　

少
子
高
齢
会
の
進
行
で
町
内

に
は
小
中
学
生
の
い
な
い
集
落

が
多
く
あ
り
、地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
こ
と
は
不
可
能

な
状
態
で
あ
る
。

　

地
域
の
教
育
力
低
下
へ
の
方

策
と
し
て
、地
域
と
の
繋
が
り
の

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル

の
存
在
と
そ
の
役
割･

活
用
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

教
育
長

　

地
域
の
教
育
力
が
低
下
し
た

現
状
に
お
い
て
、
地
域
社
会
と

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
育

む
学
校
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。

全
世
代
に
向
け
て
生
涯
学

習
の
一
層
の
推
進
を

山
口

　

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、

社
会
教
育
は
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
、健
康
寿
命
延
伸
に
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。ま
た

全
世
代
に
わ
た
っ
て
も
極
め
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

昨
年
策
定
し
た
生
涯
学
習
推

進
プ
ラ
ン
の
実
施
で
全
世
代
が
参

画
す
る
事
業
を
推
進
さ
れ
た
い
。

教
育
長

　

何
を
推
進
す
る
に
お
い
て
も

主
催
す
る
側
が
楽
し
く
な
け
れ

ば
、
周
り
に
も
そ
れ
が
伝
わ
ら

な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま

え
て
、
何
時
で
も
ど
こ
で
も
自

分
が
学
び
た
い
こ
と
が
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
生
涯
学
習
推
進
プ

ラ
ン
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

山口　　博 議員

三朝小学校・中学校

教　

育 答  町民の多様な教育ニーズに全力で取り組む

問 �塩谷新教育長の手腕に期待

11○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」
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現
状
認
識
と
図
書
館
の

今
後
の
活
用

河
村

　

開
館
か
ら
35
年
経
過
し
た
が
、

現
状
認
識
と
今
後
の
活
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

　

み
さ
さ
図
書
館
の
貸
出
実
績

は
、
８
０
０
０
人
規
模
の
全
国
町

村
の
中
で
毎
年
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
る
。
今
後
は
変
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
役
に
立
つ

図
書
館
と
し
て
の
運
営
を
さ
ら
に

強
化
す
る
。

町
民
の
た
め
と
な
る
空
間

づ
く
り
を

河
村

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
図

書
館
に
行
か
な
く
て
も
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
る
。今
後
は
、図
書
館
に
飲
食
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、町

民
に
と
っ
て
滞
在
し
や
す
い
、利

用
し
や
す
い
空
間
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

教
育
長

　

最
新
の
図
書
館
は
本
を
貸
し

出
す
場
所
か
ら
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
く
つ
ろ
ぎ
や
交
流
を
求
め
る

滞
在
型
へ
劇
的
に
役
割
を
変
化
さ

せ
て
い
る
。
資
料
保
護
と
利
便
性

の
両
立
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
、
今
後
も
町
民

に
愛
さ
れ
続
け
る
図
書
館
と
な
る

よ
う
施
設
設
備
の
有
効
活
用
と
空

間
の
最
適
化
に
努
め
る
。

完
全
無
償
化
に
必
要
な
額
は

河
村

　

国
の
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

交
付
金
を
活
用
し
給
食
費
の
無

償
化
を
行
っ
た
場
合
、年
間
に
必

要
と
な
る
財
源
は
。

町
長

　

国
か
ら
は
小
学
校
の
み
を
対

象
と
し
た
児
童
１
人
当
た
り
月

額
５
２
０
０
円
の
支
援
が
あ
り
、

約
１
３
７
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
小
学
校
を
無
償
化
に
す
る

に
は
残
り
約
２
８
０
万
円
が
必

要
で
、
中
学
校
も
無
償
化
す
る

に
は
加
え
て
年
間
１
３
５
０
万

円
程
度
必
要
に
な
る
。

完
全
無
償
化
に
す
べ
き
で
は

河
村

　

給
食
費
を
完
全
無
償
化
す
れ

ば
、子
育
て
世
帯
の
負
担
や
集
金

事
務
軽
減
、教
育
・
福
祉
の
両
面

に
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　

本
町
単
独
で
中
学
校
に
も
国

と
同
じ
基
準
で
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
保
護
者
に
は
一

定
額
の
負
担
は
お
願
い
す
る
が
、

恒
久
的
な
事
業
と
し
て
、
安
定

的
に
恩
恵
が
行
き
届
く
仕
組
み

で
あ
り
、
長
期
的
に
見
れ
ば
保

護
者
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

地
元
産
の
食
材
で
美
味
し

い
給
食
を

河
村

　

給
食
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、

地
元
食
材
の
活
用
を
継
続
し
て

ほ
し
い
。

町
長

　

町
の
地
産
地
消
率
は
85
％
以

上
で
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
学
校
給
食
運
営
を
し
て
い

河村　明浩 議員

教

育 答  長期的な保護者負担軽減を目指す

問 �小学校給食費の完全無償化を

利用者の憩いの場に

て
、
町
と
し
て
も
望
ま
し
い
姿

だ
と
思
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
給
食
費

の
財
源
と
し
て
は

河
村

　

完
全
無
償
化
の
た
め
に
、ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
財
源
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
よ
う
な
臨

時
的
な
財
源
を
充
当
す
る
形
は

違
う
と
考
え
て
い
る
。

河
村

　

県
内
で
も
既
に
小
学
校
の
給

食
費
無
償
化
に
５
つ
の
自
治
体

が
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
８

年
度
に
も
新
た
に
取
り
組
む
自

治
体
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
早
期
実

施
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。

答 

今
後
も
町
民
に
愛
さ
れ
続
け
る
図
書
館
を
目
指
す

問 �

図
書
館
の
利
活
用
の
推
進
を

図書館

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○



町
の
教
育
の
在
り
方

藤
井

　

社
会
課
題
を
他
者
と
協
働
し

解
決
す
る
能
力
や
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
特
性

に
応
じ
た
教
育
、他
者
と
協
働
す

る
学
び
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
。

町
長

　

個
別
最
適
な
学
び
と
他
者
と

の
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な

充
実
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

思
う
。
今
後
、
教
育
委
員
会
に

て
点
検
・
検
証
し
、
教
育
活
動

の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

教
育
長

　

学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
社

会
で
対
応
で
き
る
資
質
・
能
力

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
は
本

町
の
学
校
教
育
に
お
い
て
も
極

め
て
関
係
が
深
い
。
令
和
の
学

び
に
ふ
さ
わ
し
い
横
断
的
な
教

育
と
し
て
、
総
合
的
な
学
習
に

関
連
づ
け
、
地
域
事
業
者
等
と

の
協
働
学
習
を
通
し
、
学
び
の

社
会
的
接
続
を
実
践
し
て
い
る
。

教
育
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
状
況

藤
井

　

現
代
の
日
本
の
教
育
政
策
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
個
別
最
適
な
学
び
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。本
町
に
お
け
る
教

育
現
場
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
長

　

町
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
り
、
小
・
中
学
校
の
全
児
童

生
徒
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
備
し
て
い
る
。
令
和
８

年
度
に
は
第
二
期
と
し
て
端
末

を
全
て
更
新
し
、
安
定
し
た
学

習
環
境
の
継
続
と
最
新
の
学
習

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

藤
井

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
等
理
解
で

き
な
い
児
童
生
徒
や
不
登
校
児

童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
へ

の
指
導
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

不
登
校
児
童
生
徒
に
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
渡
し
て
あ
り
、
学
校
の

授
業
を
映
し
て
授
業
を
受
け
ら

れ
る
環
境
に
し
、
別
室
で
授
業
を

受
け
て
い
る
生
徒
に
は
、
先
生
や

支
援
員
に
で
き
る
限
り
つ
い
て
も

ら
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
習
熟
度

に
応
じ
た
学
び
を
進
め
て
い
る
。

不
登
校
児
へ
の
対
応

藤
井

　

不
登
校
児
童
生
徒
に
も
修
学

旅
行
、学
校
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
よ
う
な
団
体
生
活
を
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

不
登
校
児
童
生
徒
は
一
人
ひ

と
り
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。

ど
う
い
う
場
面
に
来
て
も
ら
っ

て
も
受
け
入
れ
で
き
る
状
態
に

し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。接

し
方
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
の

で
、環
境
だ
け
は
し
っ
か
り
整
備

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

教

育 答  学習環境の充実、個別支援の質の向上に努める

問 �今後の教育政策は

藤井　克孝 議員

Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー

人
工
知
能
を
正
し
く
理
解
し
、

正
し
く
活
用
す
る
力

タブレットでの授業風景（小学校）

13○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
案
の
賛
否
」「
職
場
訪
問
シ
リ
ー
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
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【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議案名

伊
藤　
博
文

石
谷　
　
正

森　
貴
美
子

小
椋　
泰
志

河
村　
明
浩

吉
村
美
穂
子

山
口　
　
博

藤
井　
克
孝

遠
藤
勝
太
郎

松
原　
成
利

結　
果

（１月臨時会）

町長提出議案名

１ 専決処分の承認について（損害賠償に係る和解の決定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

２ 専決処分の承認について（令和７年度三朝町一般会計補正予算（第
７号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

３ 令和７年度三朝町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

４ 令和７年度三朝町水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

５ 令和７年度三朝町下水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

６ 三朝町町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

７ 三朝町職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

（３月定例会）

町長提出議案名

８ 令和８年度三朝町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
９
～
15

令和８年度三朝町特別会計・事業会計予算（７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16 三朝町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
の設定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17
三朝町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18 三朝町手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19 三朝町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20 三朝町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 三朝町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22 温泉資源活用施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23 三朝町過疎地域持続的発展計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24 令和７年度三朝町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
25
～
29

令和７年度三朝町特別会計・事業会計補正予算（５件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

30 三朝町行政組織条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

31 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

32 副町長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出議案名

議1 政府に所得補償（直接支払い）制度の実現を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議2 三朝町議会会議規則の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。
※松原成利議長を除く９名の賛否状況です。

【陳情】３月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　名 提　出　者 審査結果 審査意見

非核三原則の堅持を求める意見書の
提出について (陳情 ) 足羽　佑太 趣旨採択 政府は非核三原則を政策上の方針として堅持しており、個

人の発言に地方議会から意見を上げる必要はない。

政府に所得補償（直接支払い）制度
の実現を求める陳情 鳥取県農民運動連合会 採択

意見書提出
農業経営を持続するためにも政府による所得補償が必要で
ある。



質
問

　
三
朝
荘
で
働
く
き
っ
か
け
は
。

石
田

　
き
っ
か
け
は
、オ
ー
プ
ン
の
ニ
ュ
ー
ス
で

し
た
。も
と
も
と
「
バ
ル
コ
ス
」と
い
う
企

業
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、地
元
三
朝

町
に
旅
館
が
出
来
る
と
知
っ
て
『
ぜ
ひ
関

わ
っ
て
み
た
い
』と
、ま
ず
は
体
験
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問

　
実
際
に
働
い
て
み
て
、ど
の
よ
う
な
職
場

で
す
か
。

石
田

　
と
に
か
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
て
、互

い
に
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
環
境
で
す
。忙
し
い

時
で
も
必
ず
誰
か
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
の
で
、安
心
し
て
接
客
に
集
中
で
き
ま

す
。こ
の
温
か
な
職
場
の
雰
囲
気
が
お
客
様

に
も
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、今
の

環
境
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

質
問

　
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
田

　
生
ま
れ
育
っ
た
三
朝
町
の
魅
力
を
お
料

理
と
共
に
お
届
け
す
る
毎
日
。ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
、こ
の
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
も
っ
と
貢
献
し
た
い
と

気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。こ
ら
か
ら

も
情
熱
を
も
っ
て
、地
元
の
方
に
も
気
軽
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

質
問

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
、挑
戦
し
た
い
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
田

　
今
は
県
外
の
お
客
様
が
中
心
で
す
が
、今

後
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
も
、も
っ

と
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
温
泉
だ
け
入
り
た
い
」「
食
事

だ
け
楽
し
み
た
い
」と
い
う
方
は
も
ち
ろ

ん
、大
人
気
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
だ
け
を
買
い

に
き
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓
迎
で
す
。こ
の

場
所
で
の
仕
事
を
通
じ
て
「
明
る
い
三
朝
」

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
し
、子
ど
も

た
ち
が
「
将
来
は
三
朝
で
働
き
た
い
」「
三

朝
っ
て
い
い
町
だ
な
」と
思
え
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

職
場
訪
問
シ
リ
ー
ズ

職
場
訪
問
シ
リ
ー
ズ

石
田
美
香
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

取
材
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
田
さ
ん
の
働
い
て
い
る

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ

�

三
朝
荘
と
は
…

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
×
観
光
×
食
を
通
じ
、

「
美
し
い
暮
ら
し
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
令

和
４
年
に
開
業
し
た
旅
館

15○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
大
好
き
み
さ
さ
町
」



　

昨
今
、
高
市
政
権
下
の
積
極

財
政
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
、
緊
迫

す
る
イ
ラ
ン
情
勢
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
騰
な
ど
、
日
本
経
済

は
今
、
荒
波
の
中
に
あ
る
。
物

価
高
や
不
透
明
な
国
際
情
勢

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
直
撃

し
、
不
安
を
抱
か
せ
る
。

　

先
日
、
小
・
中
学
校
の
卒
業

式
で
輝
く
瞳
の
子
ど
も
た
ち
を

目
の
当
た
り
に
し
、
確
信
し
た
。

彼
ら
の
未
来
を
、
大
人
の
事
情

で
閉
ざ
し
て
は
な
ら
な
い
と
。

国
が
揺
れ
る
時
こ
そ
、
最
も
身

近
な
町
政
が
「
最
後
の
砦
」
と

し
て
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、

地
域
経
済
の
守
り
手
と
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
笑
顔
を
10
年
、
20
年
先

へ
繋
ぐ
た
め
、
町
議
会
議
員
と

し
て
、
今
、
町
政
の
現
場
で
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
る
。

�

（
石
谷　
　
正　
記
）

　
発
行
責
任
者

　
　
議　
　
長　
松
原　
成
利

　
編　
集

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
森　
貴
美
子

　
　
副
委
員
長　
藤
井　
克
孝

　
　
委　
　
員　
山
口　
　
博

　
　
委　
　
員　
石
谷　
　
正

　
　
委　
　
員　
伊
藤　
博
文

～私の思い～

　三朝町の好きなところは、たくさんあります。
　一つは、自然豊かで美しい景色がたくさんあ
るところです。国宝に指定されている三徳山は、
三朝町のとても大切な観光名所です。「日本一危
険な国宝」とされていますが、実際に登ってみ
ると、怖さや危険なところもありますが、投入
堂に到着したときの達成感と嬉しさを感じるこ
とができます。
　もう一つは、三朝町の地域の方々がとても優
しいというところです。登下校時に挨拶をする
と、返してくださったり、ボランティアなどで
私たちの生活を助けてくださいます。そのおか

げで私たちは、安心安全に
学校生活を送ることができ
ています。私もさまざまな
地域の行事に参加して、地
域の方々と関わる機会を増やすことができると
いいなと思っています。
　多くの人に三朝町の良さを知ってもらいたい
と思います。私たちは、総合的な学習で自分た
ちの住んでいる地域について学習しています。
小中学校の皆さんも自分の住んでいる三朝町に
ついて興味をもって、一緒にこの三朝町を盛り
上げていきましょう！！

大切にしたい ふるさと三朝町

シリーズ 大好き みささ町

議会・委員会議会・委員会をを傍聴傍聴しませんかしませんか
　議会の審議はみなさんに公開しています。本会議、委員会等
での審議がどのように進められているのか、直接ご覧になって
みませんか。
　どなたでも傍聴できますので、お気軽に役場２階へお越しく
ださい。
※‌�常任委員会・全員協議会の傍聴には委員長・議長の許可が必
要です。詳しくは議会事務局（電話43-3511）にお問い合わ
せください。

６月定例会の日程予定（案）
会期　 ６月９日～６月17日

（９日間）
※‌�日程は変更になる場合があります。
※‌�近づきましたら、防災無線、町ホー
ムページでもお知らせします。

～町のホームページに、議会情報を掲載しています～
・町ホームページから 三朝町議会 のページをご覧ください。

　　　町ホームページアドレス　https://www.town.misasa.tottori.jp/

・町議会のしくみや議会日程、議員紹介など、さまざまな情報を掲載しています。
・議会だよりのバックナンバーも閲覧することができます。 町ホームページ

三朝中学校３年
松原舞歌

みささ議会だより　令和８年（2026）４月　○16


